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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　７月分調査
【７月の概要】
　直近の景況感を示すDI値では、「売上DI」が前月の▲3.6から▲8.1へ、「採算DI」が▲17.0から▲21.6へ、「仕入単価DI」が
▲76.3から▲79.3へマイナス幅が拡大した。「業況DI」は▲22.3から▲18.9へとマイナス幅が縮小し、改善の動きがみられた。
「従業員DI」は21.4から26.1へ上昇し、人手不足感が強まった。
　向こう３か月間の先行き見通しでは、「売上DI」が▲9.8から6.3へプラス圏に転じ、「採算DI」が▲25.0から▲10.8へ、「業況
DI」が▲23.2から▲12.6へ大幅に改善した。「仕入単価DI」も▲67.0から▲64.9へマイナス幅が縮小した。一方、「従業員DI」
は19.6から27.9へ上昇し、人手不足感がさらに強まる見通しにある。
　コメントでは、原材料や燃料価格の高騰が続くなか、先行きの不透明感を指摘する声が多くみられた。また、人手不
足や人材確保の難しさを指摘する声も複数みられた。一方、天候に恵まれたことによる人流の増加やエアコン関連需要
の好調など、需要面でプラスの動きを指摘する声もあった。
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寄せられた主なコメント

建 設 業
燃料価格の高騰や人手不足に加え、仕事量も減少しており、厳しい状況が続くとみられる。（港湾工事）
ナフサ由来の資材不足について、足元では深刻な影響は感じられないものの、現状が長期化すれば事業主・請負企業ともに影
響が出るとみられる。（土木建築）

製 造 業 地政学リスクの終結に向けた動きもみられるが、原材料や燃料価格の高騰は続くとみられ、先行きは依然不透明である。物価
上昇による人件費の増加に加え、人材確保も年々厳しさを増している。（自動車）

小 売 業
中東情勢による特需は紙類やラップ等については落ち着いてきたものの、建築資材では引き続き需要が高い状況にある。エア
コン2027年問題の認知度向上もあり、エアコン関連は好調に推移している。（ホームセンター）
地政学リスクの影響により、オイルの入荷がストップし業務に支障が生じている。（自動車）

サービス業

ドライバーの人手不足が解消しないため、外部委託の割合が月を追うごとに増加しており、コストの高止まりが継続している。
（貨物運送）
天候が比較的穏やかで人流に恵まれた一方、円安の進行により燃料を含む輸入品の高止まりが続くことが懸念される。（タクシー）
半導体の不足による高騰の影響を受け、PCやサーバの価格が上昇しており、設備投資費用の増加が必至であり、経費の圧迫
が懸念される。（ソフトウェア）

経営・お金・人 に関するサービスをワンストップでご提供！
●経理や決算の支援が欲しい
●補助金の申請がしたい

●収益向上の支援が欲しい
●事業承継の相談がしたい

●社保や労務の相談がしたい
●人事や組織の相談がしたい

〔豊本店・竹尾支店・亀田支店・中央支店・西大畑支店　代表TEL 025-271-2212〕
小川会計グループ

経 営 者 の 情 熱 を 、 地 域 を 支 え る 力 に す る 。
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4.1 ▲13.2 ▲14.1 ▲85.1 19.0 ▲10.7 ▲21.5 ▲22.3 ▲69.4 19.0

６
　
月

▲3.6 ▲17.0 ▲22.3 ▲76.3 21.4 ▲9.8 ▲25.0 ▲23.2 ▲67.0 19.6

７
　
月

▲8.1 ▲21.6 ▲18.9 ▲79.3 26.1 6.3 ▲10.8 ▲12.6 ▲64.9 27.9

 売　上　　  採　算　　  業　況　　  仕入単価　　  従業員

2025年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

2026年
７月

40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

▲10.0
▲20.0
▲30.0
▲40.0
▲50.0
▲60.0
▲70.0
▲80.0
▲90.0


